
令和４年度 自己評価・学校関係者評価 
オイスカ浜松国際高等学校 

校訓 教育目標 教育方針 

・畏敬 

・知性 

・奉仕 

自然の恩恵に感謝し、国際社会

に貢献できる心豊かな生徒を育

成する。 

①「満足度・充実度・幸福度 No.1」を追求し、生徒の誰もが「入学してよかった」と満足する学校 

②感謝と奉仕の心を育み、学力と国際・環境教養を身に付け、180 通りの夢の実現をサポートできる学校 

③持続可能な多文化共生の実現を目指す地域社会と協働し、ＳＤＧｓ精神の普及・促進に向けた取り組

みを実践する学校 

評価は、Ａ（十分に成果があった）・Ｂ（成果があった）・Ｃ（少し成果があった）・Ｄ（成果がなかった）で示す。 

評価対象 

（担当） 
評価項目 具体的取り組み 

自己評価 学校関係者評価委員会 

評

価 
学校としての反省と改善策 

評

価 
意見 

学校経営 

（管理職） 

日本の中学校卒業生と留学生が

ともに学び合う「オイスカ SDGs

教育」を展開し、いわゆる「令

和の日本型学校教育」の中で、

真の多文化共生を目指す「新未

来型国際高等学校」を標榜すべ

く、理想とする教育活動を実践

する。 

すべての教育活動が、スクー

ルミッションとどのように関

わっているのかを確認し、教

職員がその実践のために同じ

意識で取り組めるような環境

づくりをする。 
Ａ 

スクールミッション実践のための具体

的方策を年度当初に示し、その捗状況

の評価は年度途中の職員会議等で行っ

てきた。１月には、その評価に基づき

次年度の具体的方策案を教職員に示

し、意見を求めた。教職員が同じ意識

で取り組める環境づくりは果たすこと

ができた。 

Ａ 

建学の精神が復活して

きていると感じる。生

徒と教職員がその実践

のために同じ意識で取

り組むことができる環

境づくりをしていると

感じる。学校経営に苦

労した時期もあった

が、教職員の頑張りに

敬意を表する。 

教科指導 

（教務） 

学習における面倒見のよさを徹

底し、入学時より２ランクの学

力アップを達成することで、学

習面での満足度・充実度・幸福

度 No.1 を目指す。 

基礎学力を高める授業「一般

教養」の開設と併せて、進学

対応の為、習熟度別授業と放

課後・長期休暇中の特別講習

を展開する。情報通信技術運

用能力を高めるためのタブレ

ット教育の他、授業に工夫を

施し生徒の満足度向上に繋げ

る。 

Ｂ  

１学年全員に基礎学力向上のために設

置した「一般教養」については、テキ

ストを教務で準備し、各教科で指導し

た。テキストの選定についても、教員

の意見を取り入れていく。課外講習・

夏期講習ともに生徒の学力に合わせ

て、適した講習が実施できた。タブレ

ットを利用した授業にも教員、生徒と

もに慣れ、更に研鑽を重ね、教育効果

を高める授業展開を図りたい。 

Ｂ 

１学年は情報通信技術

運用能力を高めるため

のタブレットを活用し

た教育ができていると

感じる。今後はタブレ

ットを使いこなすこと

のできる生徒の育成を

目指し、学力の向上に

繋げてもらいたい。 

進路指導 

（進路） 

進路目標達成に必要な学力・技

能を身に付けるサポート体制を

整える。 

年２回実施する進路希望調査

に基づきクラス担任が個人面

談を実施し適切な助言をす

る。そのために進路指導部は

クラス担任に最新情報を提供

する。 

Ａ 

校内における進路ガイダンスの実施や

大学・専門学校が行うオープンキャン

パスへの参加など積極的に情報収集に

努めさせた。また学級担任の細目な指

導により生徒・保護者が満足する進路

目標が達成できた。 

Ａ 

３年部の職員および進

路担当職員の手厚いサ

ポートが、進路実現に

繋がっていると思う。

下級生の指導も充実さ

せてもらいたい。 

生徒指導 

（生徒） 

基本的生活習慣を基に、「元気

な挨拶」「時間厳守」「思いやり

ある言動」を身に付け、満足

度・充実度・幸福度No.1に向け

て、面倒見のよい個別対応やサ

ポート体制の構築を目指す。 

「生きる力の育成」を重点目

標に基本的生活態度の向上を

図る。規律、礼儀、マナーの

向上、５S、時間厳守、マス

ク等の衛生管理、SNS 不適切

使用防止、公共場におけるマ

ナー、自転車通学マナーの向

上を目指す。 

Ｂ 

 

各種講習会（外部委託）を通じ生徒が

交通ルールや携帯マナーに関して理解

を深めることができた。感染病予防に

関し教室廊下の換気や個人レベルでの

認識度は高いものの徹底までには至っ

ていない所もあり、更なる改善を今度

も努力していく。 

Ｂ 

生徒が社会のルールや

マナーを身につけるま

でには時間がかかると

思うが、粘り強く指導

してもらいたい。改善

努力を重ねれば必ず良

くなっていくと信じて

いる。 

部活動指導 

（生徒） 

顧問の熱意を生徒に伝え、とも

に成長できる環境と３年間継続

できる運営体制を作る。 

意義のある活動時間となるよ

う顧問による創意工夫、生徒

の活躍の場となるよう支援す

る。 

Ｂ 

日頃の活動のみならず意欲的な校内外

におけるボランティア活動にも取り組

むことができた。 Ａ 

対外試合での結果は出

ていないが、運動部の

生徒を中心としたボラ

ンティア活動への参加

状況は評価できる。 

健康管理 

（生徒） 

常に緊張感を持ち感染症予防に

万全を期す。生徒が主体的に健

康になろうとする意識を高め

る。 

手洗い、マスクの着用、感染

予防に徹し他に迷惑のかから

ない生活態度を指導。健全な

生活が送れるよう日々の健康

管理に注意させる。 

Ｂ 

概ね感染症対策はできた。健康になろ

うとする生徒の行動変容を考えた時、

躾のような支援方法では効果的持続的

また、習慣化されないことが予想され

る。感染症予防は集団で行わなければ

効果が期待できない。主体的な取り組

みができるよう支援していく。 

Ｂ 

健全な生活が送れるよ

う日々の健康管理が重

要であると考える。今

後も未知のウィルスに

対する対策および支援

が必要だと感じる。 

寮生指導 

（寮務） 

寮生活の満足度を高めるため

に、行事やルールの見直しを継

続的に行う。 

年間目標「凡事徹底」の具体

的な目標を月毎に設定し、理

解させ実践指導を行う。居室

の環境整備実現のため早期に

モデルルームが完成する準備

をする。 

Ｂ   

学期ごとの具体的目標が徹底されなか

った。コロナ感染者が男子寮、女子寮

共に数人出た事が残念であった。対応

については生徒、職員とも問題なく対

応した。モデルルームは生徒も反応も

良く、今後も増やしていきたい。 

Ｂ 

年間目標・学期ごとの

目標・月毎の目標を設

定し、理解させて日々

指導していけば良いと

思う。 

留学生指導 

（留学生） 

授業や補習等を活用し日本語の

学力を付け、より高い日本語能

力資格の取得を目指す。校内で

の日本人との交流を深める。 

夜間の学習時間日本語の補習

を実施し JLPT・EJU 対策含日

本語能力向上に努める。授

業・学校行事を通じ自国以外

の生徒との関係を築かせる。 

Ｂ 

夜間の日本語補習を予定通り実施した

が、参加者に偏りがあり日本語能力獲

得にも差が出た。今後よりよい方法を

模索する。日本人生徒との交流もでき

ていたが、留学生同士の交流ほどでは

ない。今後工夫していく必要がある。 

Ａ 

個人個人の能力に合っ

た勉強方法で指導する

ことが大切だと思う。

専門学校で受け入れて

いる留学生との交流も

増やしたらいいのでは

と思う。 

広報 

（広報） 

令和５年度 160 名入学を達成す

るためにどのようなチャレンジ

をしていくかを思考・実践す

る。 

オープンスクールのスタイル

の刷新と部活動オープンスク

ールの開催。豊橋・豊川地区

の中学校へのアプローチを実

践する。 
Ａ 

学校説明会・オープンスクールの参加

者については目標の 500 名を大幅に超

え 620 名を数えた。この数字が入学者

増に繋がることになれば、目標を達成

できる。その結果、単願受験者 199 名

となり、定員を超える生徒が確保でき

る見通しとなった。 

Ａ 

今年度入学希望者が増

えた要因をしっかりと

分析した上で、次年度

の募集に繋げてもらい

たい。希望者増えたこ

とは大いに評価でき

る。 

 



評価対象 

（担当） 
評価項目 具体的取り組み 

自己評価 学校関係者評価委員会 

評

価 
学校としての反省と改善策 

評

価 
意見 

企画・研修 

（企画研

修） 

「指導と評価の一体化」を意識

し、「観点別評価」の確立にむ

けての研鑽を続ける。 

教員の指導改善、生徒の学習

改善を進め、生徒の前向きな

学習を具現化する学習評価を

確立する。 

 

Ｂ 

 

生徒の前向きな学習のため、様々な言

語活動、次の学びにつながる評価活動

が展開できた。さらに多様な学びの手

法を研修したい。 

 

Ｂ 

多様な学びの手法をも

っと増やせたら良いと

思う。募集定員確保継

続には、入学後の指導

が課題である。改善・

工夫を求める。 

防災 

（総務） 

実践的な防災訓練を実施する。

職員・生徒向けのＡＥＤ講習等

を実施する。 

計画的に沿った防災避難訓練

の実施と懸案であったＡＥＤ

講習を本年度こそは実施す

る。 

Ｂ 

計画どおり防災訓練を実施した。ＡＥ

Ｄ講習はコロナ感染蔓延期だったため

今年度も実施できなかったので来年度

は実施時期を変更し蔓延期に当たらな

いよう工夫した。 

Ｂ 

「命を守る教育」を含

めたＡＥＤ講習は、例

外なく実施してもらい

たい。 

事務 

（事務） 

School Compliance に基づいた

適切な運営を行う。来校者や生

徒に親切・丁寧な対応する。 

定められた手続きに準拠し、

適切な事務が執行されるよう

に事務部を運営すると共に、

生徒及び来訪者に親切・丁寧

な対応を行う。 

Ｂ 

関係諸機関からの通達を守り、実態調

査等滞りなく進めることができた。 

訪問者へは常に親切・丁寧を心掛け対

応できた。 
Ｂ 

訪問者に対して常に親

切・丁寧を心掛けた対

応ができていたと思

う。爽やかな気持ちで

訪問することができ

た。 

ユネスコス

クール 

（ユネスコ

担当） 

 

ユネスコスクールとして学校運

営・学校教育・学校活動をふさ

わしいものにする。 

令和４年度はユネスコスクー

ルチャレンジ期間として令和

５年内に申請・国内審査通過

できるように各活動を見直

し、深化させる。 

Ａ 

環境教育・国際理解など従来ある活動

は継続してできている。今年度は未来

をつくる若者オブザイヤーで内閣府特

別担当大臣賞や気候変動アクション環

境大臣表彰で気候変動アクション大賞

受賞など環境面での成果をあげること

ができた。 

Ａ 

今年度も様々な受賞に

は驚かされる。今後も

継続し、ユネスコスク

ール審査通過に向けて

努力してもらいたい。 

課題・検討事項・学校運営に関するご意見等 

・学校施設が全般的に老朽化してきている。学校施設改善に向けては、短期的に手を入れる箇所と長期的な事案とを精査して検討した方が良い。 

・制服のデザインを一新し学校のイメージを変え、入学希望者が増えたことは、大変素晴らしいことだと評価できる。 

・全員給食には感謝するが、育ち盛りの子どもゆえに、その内容の向上を期待する。 

 


